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二次元コードを読み込ん
で小倉南警察署のHPに 
アクセスしてね 

★
オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
増
加
中 

オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離

れ
る
際
は
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
必
ず

抜
き
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
＋
チ
ェ

ー
ン
ロ
ッ
ク
等
の
二
重
ロ
ッ
ク
に

加
え
、
盗
難
防
止
カ
バ
ー
シ
ー
ト

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 
交通事故発生状況（小倉南署管内） 

令和８年７月末現在（昨年同月比） 

 

発生件数 死者数 傷者数 

391（＋9） 2（＋2） 511（＋25） 

 

自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 

０（－１） １８（＋１０） ２０５（－３） 

 

乗り物盗発生状況（小倉南署管内） 

令和８年７月末現在（昨年同月比） 

 

小
倉
南
警
察
署
管
内
で
は
、
８

１４
日
ま
で
に
３
件
の
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
（
７
月
末
時
点
は
２
件

発
生
）
し
、
３
人
の
方
（
い
ず
れ
も

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
）
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

う
ち
、
２
件
は

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
で
す
。
自

転
車
乗
車
中
は
、
常
に
危
険
を
予

測
し
た
運
転
に
心
が
け
、
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

安
部
山
入
口
交
差
点 

右
直
分
離
信
号
機
の
導
入
に
つ
い
て 

 

 

 

 

 

７
月
２２
日
、
小
倉
南

警
察
署
で
令
和
８
年

第
２
回
小
倉
南
警
察

署
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

警
察
署
か
ら
は
、
令

和
８
年
上
半
期
の
事

件
事
故
発
生
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
協
議
会
の
委

員
の
方
か
ら
、
北
方
駅

周
辺
の
国
道
３２２
号
線

に
お
け
る
歩
行
者
の

危
険
横
断
防
止
に
向

け
た
啓
発
お
よ
び
安

全
対
策
に
つ
い
て
意

見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

会
議
後
、
今
年
度
開

庁
し
た
糟
屋
郡
篠
栗

町
に
あ
る
篠
栗
合
同

庁
舎
へ
視
察
に
行
き
ま

し
た
。 

 

普
段
警
察
官
が
災
害

警
備
や
大
規
模
な
治

安
警
備
等
で
使
用
す

る
大
型
輸
送
車
に
乗

車
の
う
え
、
視
察
地
へ

赴
い
た 

第二回小倉南警察署協議会の実施！～新庁舎である篠栗合同庁舎の視察

～ 

 
         安

警
備
等
で
使
用
す
る
大
型
輸
送

車
に
乗
車
し
、
視
察
地
へ
赴
き
ま

し
た
。 

視
察
で
は
、
本
部
施
設
課
に
よ

る
案
内
の
も
と
、
大
会
議
室
、
総

合
対
策
室
、
音
楽
隊
、
科
学
捜
査

研
究
所
、
武
道
場
、
鑑
識
課
、
車
庫

棟
の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。 

         

協
議
会
委
員
の
方
か
ら
は
、

「
大
型
輸
送
車
に
乗
車
し
て
、
警

察
官
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
災
害

現
場
や
遠
方
の
治
安
警
備
に
向
か

う
の
か
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
」
「
今
後
小
倉
南
警
察
署
が
建

て
替
わ
る
際
に
は
、
総
合
対
策
室

の
よ
う
な
代
替
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
」
「
音

楽
隊
の
演
奏
は
非
常
に
力
強
く
、

臨
場
感
の
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
で
あ
っ
た
。
」
等
警
察
業
務
へ

の
理
解
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

協
議
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

は
小
倉
南
警
察
署
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

     

小
倉
南
警
察
署
で
は
、
福
岡
市

早
良
区
で
発
生
し
た
「
福
岡
市
立

図
書
館
で
の
殺
傷
事
案
」
等
、
刃

物
を
使
用
し
た
事
案
を
想
定
し

て
、
管
内
の
幼
稚
園
や
図
書
館
で

刃
物
を
用
い
た
無
差
別
殺
傷
事
案

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
年
３
月
、
小
倉
南
区
若
園
の

「
北
九
州
市
立
小
倉
南
図
書
館
」

に
お
い
て
刃
物
を
持
っ
た
被
疑
者

が
図
書
館
内
に
侵
入
し
た
と
い
う

想
定
で
、
図
書
館
職
員
が
刺
股
で

被
疑
者
と
対
峙
し
、
別
の
職
員
が

１１０
番
通
報
と
来
館
者
の
避
難
誘

導
を
実
施
、
そ
の
後
現
場
に
到
着

し
た
警
察
官
が
被
疑
者
を
制
圧
逮

捕
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
福
岡
市
立
図
書

館
で
の
殺
傷
事
案
が
発
生
し
て
す 

 

ぐ
に
実
施
し
た
た
め
、
図
書

館
の
職
員
や
市
民
か
ら
の
注

目
度
も
高
く
、
テ
レ
ビ
等
で

も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

本
訓
練
は
、
好
反
響
を
得

て
現
在
北
九
州
市
内
の
他
の

図
書
館
で
の
無
差
別
殺
傷
事

案
訓
練
を
実
施
す
る
流
れ
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

 

を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
に
は
園
長
先
生

の
他
、
幼
稚
園
職
員
と
園
児
約

１００
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

刺
股
に
よ
る
被
疑
者
の
制

圧
と
、
園
児
の
避
難
誘
導
を
行

い
、
訓
練
終
了
後
に
は
刺
股
の

使
い
方
や
咄
嗟
の
よ
け
方
等

の
実
践
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
の
内
容
も
、
報
道

機
関
５
社
が
視
察
し
、
テ
レ
ビ

等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

  

【篠栗合同庁舎内の武道場】 【大型輸送車にて移動】 

無差別殺傷事案を想定した訓練 

本
年
７
月
に
は
、
朽
網
幼
稚 

園
と
共
同
し
て
、
「幼
稚
園
に
お 

け
る
無
差
別
殺
傷
事
案
訓
錬
」 

 

図書館職員が被疑者と対峙する状況 

  

る 状 況

者と対峙する状況】 
刺股の使用方法を園児らに説明 

  

る 状 況

者と対峙する状況】 

防犯アプリ「みまもっち」機能紹介 

 

本
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

福
岡
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ
「
み

ま
も
っ
ち
」
の
機
能
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
是
非
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
し
ま
し
ょ

う
。 

●
ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
疑
似
体

験
コ
ン
テ
ン
ツ 

 

詐
欺
の
手
口
を
知
る
だ
け
で

な
く
、
動
画
で
被
害
を
疑
似
的

に
体
験
で
き
ま
す
。
実
際
に
起

こ
り
得
る
詐
欺
の
流
れ
を
疑
似

体
験
す
る
こ
と
で
、
危
険
に
気

付
く
判
断
力
が
養
わ
れ
ま
す
。 

●
防
犯
ブ
ザ
ー
・
ち
か
ん
対

策
機
能 

 

い
ざ
と
い
う
時
、
声
を
上

げ
る
代
わ
り
に
ブ
ザ
ー
音
を

鳴
ら
し
た
り
、
ち
か
ん
対
策

の
音
声
を
再
生
で
き
ま
す
。 

 

使
用
す
る
と
、
事
前
に
登

録
し
て
お
い
た
家
族
等
に
現

在
地
が
送
信
さ
れ
ま
す
。 

 

※
通
知
は
プ
ッ
シ
ュ
通
知
又
は
メ
ー

ル
で
送
信 

●
ふ
っ
け
いs

c
h

o
o

l 

（
学
習
対
策
ペ
ー
ジ
） 

 

防
犯
に
関
す
る
動
画
や
、

関
連
資
料
を
閲
覧
で
き
る
ペ

ー
ジ
を
備
え
て
い
ま
す
。
性

犯
罪
、
闇
バ
イ
ト
、
交
通
等

目
的
に
応
じ
た
学
習
が
可
能

で
す
。 

 

ダウンロードはコチラ 

安
部
山
入
口
交
差
点
は
、
令
和
７
年

中
、
人
身
交
通
事
故
が
１２
件
発
生
し
、
県

下
ワ
ー
ス
ト
交
差
点
と
な
り
ま
し
た
。 

同
交
差
点
に
お
け
る
事
故
は
そ
の
大
半

が
右
折
車
と
対
向
直
進
車
に
よ
る
も
の

（
右
直
事
故
）
で
あ
っ
た
た
め
、
同
様
の
交

通
事
故
発
生
を
抑
止
す
る
た
め
、
本
年
９

月
１０
日
付
で
、
右
折
車
と
対
向
直
進
車
を

別
々
の
信
号
サ
イ
ク
ル
で
通
行
さ
せ
る
「右

直
分
離
信
号
機
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。 

な
お
、
同
信
号
機
の
導
入
、
信
号
サ
イ
ク

ル
の
変
更
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
混
乱

を
与
え
な
い
よ
う
、
道
路
管
理
者
に
依
頼

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
喚
起
す
る
横
断

幕
「
右
折
は
右
矢
印
が
出
て
か
ら
！！
」
を

作
成
・
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

右直分離信号機  

右直事故の例 


